
実施団体 事業名

所
在
市
町

事
業
枠

事業概要
助成額

（千円）

1
播州スト
リートス
ポーツ協会

夢を育てる地域
型スポーツ活動
支援事業
～楽しくなけれ
ばスポーツじゃ
ない　楽しいか
ら夢が育つ～

た
つ
の
市

特
別

(

芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
振
興

事
業
 
）

・体験キャラバン: 子どもたちが気軽にNEWス
ポーツを楽しめる移動型イベント。地域の公園や
広場でスケートボードやダンススポーツなどの体
験会を行う。
・文化フォーラム: スポーツと地域づくりをテーマ
に、大人も子どもも一緒に語り合う場。競技者だ
けでなく、教育関係者や行政担当者も参加し、意
見交換。
・サミット: 年に一度、活動の成果を共有し、次年
度の展望を描く総合イベント。子どもたちの成果
発表や、フォーラムで生まれたアイデアの共有を
行う。地域内外からゲストを招く。

250

2
太子町商工
会　青年部

西はりま防災
FESTA in 太子
町

太
子
町

特
別

(
防
災
意
識
醸
成
事

業
)

・12月頃に太子町総合公園内で「防災フェス」を
開催。各企業・団体・民間に出店者を募り、飲食
店ブースは非常食・炊き出し体験・防災グッズの
販売などを実施。
・消防車・警察署・自衛隊の車両展示や・献血車
を手配し、防災意識醸成に寄与する体験を実
施。
・子供向けに楽しく防災について学んでもらえる
ブースを設置。

250

3 道活

実践から学ぶ！
多様性配慮型の
避難所運営と救
命スキル向上事
業

宍
粟
市

特
別

(

防
災
意
識
醸
成
事
業

)

・多様性に配慮した避難所体験の実施：
全国レベルの専門家を招聘し、課題に対して具
体的な改善策を議論・抽出する。主催者家族（子
ども6歳・高齢者70歳代）を参加させ、共に模擬避
難所での宿泊体験等を実施。
・新たな視点によるAED・心肺蘇生法講習会の開
催と次年度以降への準備:•親子など人の集まる
屋外イベントなどへ出展し、展示やデモンスト
レーションにより応急手当の方法を披露する。
・成果のとりまとめと地域へのフィードバック:事業
を通じて得られた知見や課題、改善提案を体系
化し、地域防災力の向上に具体的に繋げる。

216

4
うね地区ま
ちおこし隊

有年考古めぐり
モニターツアー

赤
穂
市

特
別

(

芸
術
・
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
事
業
 
）

・有年の古代文化に焦点を当て、考古学に関心
の高い方を中心にモニターツアーを開催し、考古
博物館や各地域にある埋蔵文化センターなどを
中心に紹介を行う。
・姫路市内の旅行会社と連携し、ツアー後には参
加者アンケートを行い、今後の活動、人材育成や
環境整備の新たな着眼点を見つけていく。

124

令和７年度 地域づくり活動応援事業（一般枠・特別枠）助成決定団体・事業一覧表



5
三軌：兵庫
西播磨の会

醤アート展

た
つ
の
市

特
別

(

芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
振
興

事
業
 
）

・西播磨市域はもとより、醤油醸造地である全国
の７市町に、「水の郷」をテーマにした醤油で描い
た絵画を募集し、作品展示会を開催。
・応募作品は、A４サイズの紙に醤油で描いた作
品で、入選作品を公開展示し、優秀な作品には
それぞれ賞を贈呈。
・全国から来場者を受け入れ、より西播磨のPR
につなげる。
・併せて、子どもや障害者の絵画の描き方、展示
のお絵描きワークショップの開催と音楽コンサー
トを同時開催し、絵画と音楽に親しむ機会を創出
する。

200

6
たつのアー
ト実行委員
会

たつのアート
2025「里山の響
き・自然との共
鳴」

た
つ
の
市

特
別

(

芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ

振
興
事
業
 
）

・９月13日から23日まで、たつのアート2025のメイ
ン期間として龍野町にて作品展示やワークショッ
プの成果発表を行う。
・７月から10月にかけて毎月、新宮地域にて地元
住民や小中学生を対象としたワークショップを龍
野歴史文化資料館と協力しながら実施。
・11月に地元の赤とんぼ文化ホールにて、薮田
翔一作曲、池田理代子脚本のオペラ「女王卑弥
呼」よりハイライト演奏を地元の交響楽団とともに
実現。

250

7

西播磨を音
楽でつなぐ
プロジェク
ト

西播磨を音楽で
つなぐプロジェ
クト

た
つ
の
市

特
別

(

芸
術
・
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
事
業
 
）

・個人・団体の区別、世代を問わず、いろいろな
ジャンルで音楽活動を行っている演奏者が一堂
に集い、音楽による交流を図る。
・幅広い世代を対象に音楽講座を実施。

250

8

NPO法人たつ
の・赤トン
ボを増やそ
う会

大阪万博に呼
応・赤トンボと
人間との共生を
目指そう

た
つ
の
市

特
別

(

万
博
を
契
機
に
し
た
地

域
の
魅
力
発
信
事
業
）

・現地体験のメイン会場となる「トンボ池」の入口
に２ｍ四方の案内看板を設置。
・「トンボ池」周辺にはトイレがない為、期間中仮
設トイレを設置。
・令和７年９月に神戸の学校厚生会館で、外部講
師を招いて講演会を開催。

250

9
光都わくわ
くラボ

光都わくわくサ
イエンスフェス
タ

た
つ
の
市

特
別

(

移
住
・
定
住

促
進
事
業

)

・科学の魅力を子どもたちに伝えるため、たつの
市内および光都地区にて体験型科学イベントを
実施。
• 年間９回のイベントを開催（体験型実験４回、座
学型講演５回）
• 各回、科学者を講師とし、参加型・体験型とす
る。

205



10
西播ボード
ゲーム倶楽
部

親子で楽しむ
ボードゲーム交
流プロジェクト

相
生
市

一
般

・親子が参加しやすいボードゲーム体験イベント
を実施。
・ゲーム選定や運営スタッフは、地元ボードゲー
ム有志で構成。
・大型ボードゲームの導入により、視覚的な楽し
さと一体感を提供。
・図書館イベントでは「絵本紹介×ボードゲーム」
の学びの要素をプラスする。

187

11
しんぐうＮ
ｅｘｔ

上郡☆つながる
プロジェクト

た
つ
の
市

一
般

・上郡の地域住民と上郡高校の学生とで賑わい
づくりに取り組むチームを作り、昨年度出し合っ
たアイディアを実現していく活動を実施。
・上郡の特産品で住民や上郡高校、農家、企業
などをつないで料理教室と新メニュー開発。
・上郡プロギング隊を結成、上郡地域で開催され
るイベントでのクリーン大作戦を実施し、河川や
里山の自然保護活動に発展させていく。
・SNＳ講座や動画撮影会を企画・開催し、上郡及
び西播磨の情報発信を共有する。

160

12
兵庫県立大
学自然研究
会

播磨科学公園都
市の自然環境に
ついての調査・
啓蒙による自然
保護

上
郡
町

一
般

・地域住民参加型の動植物の観察会・調査会を
月に 1 回のペースで行う。調査に先立ち、リーフ
レットを配付するなどして地域住民や学生に開催
を周知。
・結果をまとめ、光都プラザなど地域の施設で展
示発表を行い、播磨科学公園都市および周辺地
域の豊かな自然の全体像を地域住民と共有す
る。

160

13
Sing　Super
Sax　Jazz
Orchestra

地域をつなぐ音
楽イベントを担
う人材養成

姫
路
市

一
般

・北新町自治会と協働し、地元のイベント（ひがん
花まつりなど）参加により、新宮町の「水脈」であ
る魅力を発信。
・朝日スポーツクラブにて自主演奏会を３カ月に１
回開催し、新宮町の魅力を発信。さらに幅広い年
代の方に一緒に楽しんでいただける体験コー
ナーを設ける。
・ワークショップやクリスマス会の開催により、新
宮町への招致を促す。
・地元協力者のボランティア参加を募り、イベント
活動の担い手を育てる。
・揖保川町でイベント開催を企画、揖保川町の
方々にも新宮町の魅力を伝え、揖保川町の活性
化の一如となる。

200

14
西播磨山城
ガイド協会

西播磨山城イベ
ントスタンプラ
リー2025

姫
路
市

一般

・西播磨にある主要な山城のうち9か所で登城ガ
イドツアーを実施し、参加ごとにスタンプを付与。
2つ以上集めた方の中から抽選で20名に西播磨
の特産品セットを贈る。
・昨年に引き続き「インスタフォトコンテスト」を開
催。スタンプラリーに参加していない方も応募可
能とし、西播磨の山城の魅力がインスタグラムで
拡散されることを狙いとする。賞品は地域の企業
やお店から協賛を募り、SNSで店舗の紹介を行
う。

161

15
兵庫県立大
学学生有志
スパークル

県立大学学生有
志と地域住民と
の文化的交流に
よる光都の活性
化

た
つ
の
市

一般

・光都地区を中心に幅広い年代層が参加し、お
互いに交流できる場を提供。
・被爆ヴァイオリンによる演奏会を通じて平和の
尊さを共有できる場を設ける。
・光都の自然を生かし、光都の食草の料理体験、
リース作り等を実施。

200

合　計 3,063


